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統帥⼤飯店(Marshal Hotel)

Google ストリートビューより
現地ガイド提供：低層部落階



統帥⼤飯店(Marshal Hotel)

• 1976年竣⼯ 地下1階，地上11階建
• 1階のエントランスの⼤空間，ホールが弱点と
なった．

•⽇本でも1995年阪神・淡路⼤震災で問題と
なったピロティ構造

•低層階において，耐震壁の少ない空間を設けた
いという建築計画上の要求は多い．

•鉄筋コンクリート柱の横補強筋を密に設ける対
策が重要(⽇本では1968年⼗勝沖地震以降，台
湾では1999年の集集地震以降耐震規定化)



雲⾨翠堤⼤樓
(Green Cloud Gate Building)

Google ストリートビューより

現地ガイド提供



雲⾨翠堤⼤樓
(Green Cloud Gate Building)
• 1994年竣⼯ 地下1階地上12階建
•柱の重ね継ぎ⼿が機能していない

• 柱横補強筋が不⾜しているためにコアコンクリート
の拘束が不⼗分で，コンクリートによる鉄筋軸⼒の
伝達ができなくなってしまった．

• 補強⽅法としては，鉄板巻き⽴てや，カーボンファ
イバー巻き⽴てなどの⽅法がある．

•不整形な建物形状が倒壊を招いた可能性
• 建築計画上の要求で不整形な建物形状となる場合は
設計⽤地震⼒の割増しによる⾼い強度の確保が重要



⽩⾦雙星⼤樓
(Platinum Twin Star Building)

Google ストリートビューより



⽩⾦雙星⼤樓
(Platinum Twin Star Building)
•鉄筋コンクリート造7階建 集合住宅
•⼀階を駐⾞場として利⽤したピロティ建築であ
ることが弱点
• 建築計画上の要求でピロティとする場合は設計⽤地
震⼒の割増しによる⾼い強度の確保が重要

• 柱の横補強筋が不⾜していて，地震時に鉛直⼒保持
能⼒が確保できない可能性がある場合の補強⽅法と
しては，単純に耐震壁を追加で設けたり，鉄板巻き
⽴てや，カーボンファイバー巻き⽴てるなどの⽅法
がある．



東華⼤学



東華⼤学
•活断層による表層地盤の割れ



東華⼤学
•渡り廊下と建物本体の接続部分の被害

• 異種構造物は，構造的に切り離し，エクスパンショ
ンジョイントによる建築的な処理を⾏う必要がある．

•断層上に建てられた建物
• 建物を引き裂くような⼒が地盤から作⽤したが，そ
の⼒が地盤と建物間の摩擦⼒を超えないものであっ
たので，⼤きな被害に⾄らなかったか？



明義國⼩学校

鉄⾻ブレース補強

有開⼝耐震壁のひび割れ



明義國⼩学校
•⽇本と同様に，鉄⾻ブレースによる耐震補強が
なされていた

•補強されていたにも関わらず，有開⼝耐震壁に
ひび割れ被害を⽣じた．
• 鉄⾻による補強では，鉄筋コンクリート壁と剛性
(固さ)が異なるため，鉄⾻ブレースが耐⼒を発揮す
る変形レベルでは鉄筋コンリート壁のひび割れは避
けられない．

• 鉄筋コンクリート構造の補強は鉄筋コンクリート壁
の追加による補強が望ましいが，建築計画との整合
性確保は困難な場合が多い．



建築被害のまとめ
•ピロティが弱点となった被害

• 補強を含めた対策技術(鉄板/カーボンファイバー巻
き⽴て)が存在するものの，進まない耐震改修

• 耐震改修に対するインセンティブ
•建物の不整形性が招いた被害

• 不整形性による地震外⼒の増⼤
• 割増し地震⼒に対する適切な補強の必要性

•変形能⼒の異なる要素の混在に伴う被害
• 建物本体と渡り廊下 → Exp. Jによる対策
• 鉄筋コンクリート構造の鉄⾻ブレース補強



謝辞
•貴重な情報を提供して下さった

• 國家災害防救科技中⼼ 李維森博⼠
• 國⽴東華⼤学環境学院 顔君毅副教授
と博⼠課程学⽣の皆様

に感謝申し上げます．


